
問　

近
年
、
不
妊
治
療
の
普
及
や
医

学
の
進
歩
に
よ
り
、
平
成
５
年
以
降

多
胎
児
出
産
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
厚
労

省
は
令
和
２
年
度
予
算
の
概
算
要
求

で
多
胎
妊
産
婦
の
支
援
を
初
め
て
計

上
し
た
。
知
立
市
に
住
む
多
胎
児
の

人
数
と
多
胎
児
の
子
育
て
支
援
は
。

答　

就
学
前
の
多
胎
児
は
56
組
、
に

じ
い
ろ
ニ
コ
ニ
コ
事
業
の
中
で
、
多

胎
児
と
確
認
し
た
時
点
で
、
妊
娠
中

か
ら
個
別
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

災
害
時
の
備
蓄
物
資
に
液
体
ミ

ル
ク
を
採
用
す
る
動
き
が
全
国
で
広

が
っ
て
い
る
が
、
知
立
市
の
考
え
は
。

答　

備
蓄
と
し
て
は
、
導
入
コ
ス
ト

が
２
倍
か
か
る
。
保
管
方
法
に
つ
い

て
も
課
題
が
あ
り
、
ま
ず
は
各
家
庭

で
の
備
蓄
を
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

問　

知
立
市
の
指
定
避
難
所
は
26
か

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
ペ
ッ
ト
と
同

行
避
難
が
で
き
る
避
難
所
は
。

答　

災
害
時
に
は
想
定
外
の
事
も
あ

り
、
確
実
に
確
保
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
環
境
省
が
公
表
し

て
い
る
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

救
護
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て
、

対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

平
成
28
年
４
月
内
閣
府
の
「
避

難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
、
女

性
・
子
ど
も
へ
の
配
慮
の
項
目
が
あ

る
が
、
知
立
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

各
小
学
校
の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ

ト
図
に
授
乳
室
を
兼
ね
た
女
性
専
用

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
あ
る
。

問　

Ｓ※

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
環
境
問
題
、
経

済
成
長
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ま
で
幅

広
い
課
題
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、

知
立
市
に
ど
の
よ
う
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
か
。

答　

高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市

の
目
的
に
合
致
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

参
考
に
施
策
を
検
討
し
た
い
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
部
局
の
考
え
は
。

答　

知
立
市
で
は
不
要
な
食
品
を
集

め
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事

業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
12
番
目
の
ゴ
ー
ル

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
と
２

番
目
の
ゴ
ー
ル
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」

に
該
当
す
る
。
水
道
や
下
水
道
の
整

備
は
６
番
目
の
ゴ
ー
ル
「
安
全
な
水

と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」、
ミ
ニ
バ

ス
や
道
路
整
備
は
11
番
目
の
ゴ
ー
ル

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」、
生
活
保
護
、
高
齢
者
福
祉
、

医
療
な
ど
は
３
番
目
の
ゴ
ー
ル
「
す

べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
に
該

当
す
る
。
行
政
の
業
務
は
そ
の
他
も

多
く
あ
る
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
と

関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
市
の
見
解
は
。

答　

国
を
超
え
、
世
代
を
超
え
、
官

民
の
垣
根
を
超
え
て
共
通
の
目
標
と

な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
は
地
方
創

成
を
推
進
し
、
必
ず
や
市
民
の
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
住
み
続
け
た
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
く
。

公
明
党
　
那
須 

幸
子 

議
員

多
胎
児
支
援
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
諸
課
題

市
政
会
　
山
田 

圭 

議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
知
立
市
の
対
応
に

つ
い
て

問問問

問答

答

答答

答答答

問問

問

※「持続可能な開発目標」。国連サミットで採択された「持続可能な開発のためのアジェンダ」にて記載された２０１６年から２０３０年までの国際目標。
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問　

区
長
の
な
り
手
不
足
の
解
消
と

い
う
観
点
か
ら
、
区
長
報
償
金
の
増

額
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

現
状
、
増
額
の
予
定
は
な
い
が
、

検
討
の
余
地
は
あ
る
。
多
少
の
増
額

で
は
、
区
長
の
な
り
手
が
増
え
る
と

い
う
効
果
が
望
め
な
い
と
考
え
る
。

問　

町
内
会
に
お
け
る
、
事
業
の
衰

問　

南
小
学
校
に
通
う
西
中
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
国
道
23
号
線
の
薄
暗

い
高
架
下
を
通
学
路
と
し
て
登
校
し

て
い
る
。
地
元
住
民
か
ら
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
の
強
い
要
望
が

あ
る
が
対
応
は
。

答　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑
止
効

果
は
あ
る
。
国
道
23
号
線
高
架
下
は
、

国
土
交
通
省
の
管
理
施
設
内
で
あ
り
、

退
や
加
入
者
の
低
迷
は
、
担
い
手
の

減
少
か
ら
活
性
化
が
難
し
く
、
現
役

の
役
員
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
上
で
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
。

答　

年
６
回
開
催
し
て
い
る
区
長
会

な
ど
の
機
会
に
、
各
区
長
が
町
内
会

で
の
課
題
等
を
出
し
合
い
、
他
の
町

内
会
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
自
分
の

町
内
会
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

問　

本
年
４
月
よ
り
町
内
集
積
所
で

の
報
償
金
と
、
不
燃
物
処
理
場
で
再

分
別
す
る
こ
と
に
よ
る
費
用
の
二
重

支
出
解
消
の
た
め
に
、
集
積
所
の
立

番
制
度
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ご
み
集
積
所
の
マ
ナ
ー
が
悪
化
し
た

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

今
年
４
月
よ
り
立
番
制
度
を
廃

止
し
、
現
在
、
町
内
集
積
所
は
基
本

的
に
は
無
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
原
因
で
「
一
気
に
悪
化
し
た
」
と

は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
改
善
策

に
つ
い
て
は
懸
念
も
あ
り
、
な
ん
と

か
現
状
維
持
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

国
が
防
犯
対
策
を
と
る
べ
き
。
国
道

23
号
線
高
架
下
の
通
学
路
出
入
口
に

つ
い
て
は
、
町
内
会
に
お
い
て
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
を
活
用
し
て
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

問　

谷
田
交
番
前
交
差
点
改
良
事
業
、

県
道
側
の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

令
和
２
年
度
か
ら
関
係
権
利
者

と
の
用
地
及
び
補
償
契
約
し
、
令
和

4
年
度
工
事
開
始
、
令
和
５
年
度
に

は
工
事
完
了
予
定
。

問　

谷
田
交
番
前
交
差
点
で
は
県
道

に
交
差
す
る
市
道
牛
田
西
中
線
で
は
、

朝
晩
に
西
中
町
か
ら
安
城
市
内
方
面

へ
大
渋
滞
が
起
き
て
い
る
。
市
道
側

の
右
折
帯
設
置
が
財
政
的
に
厳
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
渋
滞
が
激
し
い
西
中

町
側
だ
け
で
も
右
折
帯
設
置
で
き
な

い
か
。

答　

交
差
点
の
西
中
町
側
だ
け
の
片

側
に
右
折
帯
を
設
置
す
る
場
合
、
交

差
点
内
で
３
ｍ
外
側
に
道
路
セ
ン
タ

ー
の
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
危

険
な
交
差
点
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
工
事
を
公
安
委
員
会
に
提

案
し
て
も
許
可
は
下
り
な
い
。

市
政
会
　
中
島 

清
志 

議
員

知
立
南
小
学
校
区
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

立
志
会
　
神
谷 

定
雄 

議
員

町
内
会
・
不
法
投
棄
に
つ
い
て

答

答

問

問問

問問

問

答

答

答

答
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問　

知
立
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
（
鉄
道
高
架
事
業
）
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況

は
。

答　

事
業
費
ベ
ー
ス
で
平
成
30
年
度

末
時
点
の
進
捗
率
は
約
46
％

問　

今
年
度
を
含
め
て
、
あ
と
５
年

で
、
目
標
の
令
和
５
年
度
末
ま
で
に

完
了
で
き
る
の
か
。

答　

引
き
続
き
、
国
に
対
し
て
、
要

望
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
５
年

度
完
了
に
向
け
、
確
実
な
財
源
確
保

を
目
指
し
て
い
く
。

問　

知
立
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
当
初
計
画
（
令
和
２
年
度
事
業

化
、
令
和
10
年
度
完
了
）
ど
お
り
、

施
行
で
き
る
の
か
。

答　

事
業
着
手
は
遅
れ
る
。
大
き
な

事
業
費
が
予
想
さ
れ
、
様
々
な
検
証

を
行
い
、
事
業
手
法
・
事
業
期
を
検

証
し
て
い
く
。
今
年
度
は
大
型
事
業

所
が
移
転
し
た
場
合
の
土
地
利
用
の

市
場
性
を
調
査
し
て
い
る
。

問　

当
初
予
定
の
来
年
度
に
事
業
化

で
き
な
け
れ
ば
、
権
利
者
に
対
し
て
、

今
年
度
内
に
説
明
会
等
の
開
催
を
。

答　

適
切
な
方
法
を
考
え
、
何
ら
か

問　

空
家
対
策
は
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
本

年
４
月
１
日
か
ら
空
家
条
例
が
施
行

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
７

月
に
危
険
な
状
態
に
あ
る
空
家
に
対

し
、
緊
急
安
全
対
策
措
置
を
実
施
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
。

答　

屋
根
材
が
風
に
よ
り
飛
散
し
、

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
実

態
と
、
鉄
道
や
公
園
に
近
い
と
い
う

状
況
か
ら
、
空
家
条
例
第
10
条
に
基

づ
き
緊
急
安
全
措
置
を
実
施
し
た
。

内
容
は
、
屋
根
材
飛
散
防
止
処
置
と
、

敷
地
内
侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
た
。

費
用
と
し
て
、
39
万
７
千
440
円
を
支

出
し
て
い
る
。

問　

今
後
、
本
物
件
に
対
し
特
定
空

家
等
の
認
定
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
、
知
立
市
空
家
等
対
策
協

議
会
に
対
し
、
本
物
件
を
特
定
空
家

等
に
認
定
す
べ
き
か
意
見
を
聞
い
て

い
る
が
、
ま
だ
意
見
は
ま
と
ま
っ
て

お
ら
ず
継
続
審
議
中
で
あ
る
。

問　

空
家
対
策
は
、
空
家
所
有
者
の

財
産
権
保
護
と
公
共
の
福
祉
の
増
進

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
。
市
当

の
形
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

新
た
な
施
設
立
地
の
可
能
性
や

そ
の
市
場
性
の
調
査
を
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
大
型
事
業
所
跡
地
へ
の

映
画
館
等
の
娯
楽
施
設
が
入
っ
た
大

型
商
業
施
設
や
駅
併
設
型
商
業
施
設

を
誘
致
す
る
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
場
性
の
調
査
も
し
な
が
ら
、

地
域
の
拠
点
施
設
と
な
り
う
る
も
の

の
誘
致
を
検
討
し
た
い
。

局
の
見
解
は
。

答　

財
産
権
は
公
で
あ
っ
て
も
侵
し

て
は
な
ら
な
い
と
憲
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
空
家
特
措
法
や
空
家
条

例
等
の
理
念
に
あ
る
よ
う
に
、
公
共

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
、
個
々
の
空
家
の
経
緯
や

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
慎
重
に
対
処

す
る
。

立
志
会
　
中
野 

智
基 

議
員

民
友
ク
ラ
ブ
　
杉
浦 

弘
一 

議
員

空
家
等
対
策
推
進
に

直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

ど
う
な
る
知
立
駅
周
辺
整
備

問問問 問

問問問

問

答

答

答答答 答

答答

鉄道高架事業（新地町）
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